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グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
管
理
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
や
、
物
流
マ
ン
に
と
っ
て

国
際
物
流
に
関
す
る
知
識
は
、
日
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
う
え
で
も
欠
か
せ
な
い

要
素
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
本
連
載
で
は
輸
出
入

業
務
と
密
接
に
関
係
す
る
海
運
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
な
ど
に
つ
い
て
専
門
家
に
詳
し
く
解
説
し
て
も

ら
う
。
（
本
誌
編
集
部
）

構
造
不
況
業
種
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
外
航

海
運
業
の
業
績
が
急
回
復
し
て
い
ま
す
。
各
社
と
も

史
上
最
高
の
利
益
を
上
げ
、「
一
〇
〇
〇
億
円
ク
ラ

ブ
」
へ
の
仲
間
入
り
を
果
し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

中
国
の
活
発
な
経
済
活
動
と
、
そ
れ
に
伴
う
資
源
輸

入
や
工
業
製
品
輸
出
と
い
う
旺
盛
な
荷
動
き
が
業
績

の
改
善
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
外
航
海
運
業
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
の

急
激
な
円
高
と
、
世
界
的
な
政
治
・
経
済
の
大
き
な

変
化
の
中
で
国
際
競
争
力
を
失
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
構
造
不
況
業
種
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
七

年
に
は
緊
急
雇
用
対
策
と
い
う
名
目
で
業
界
あ
げ
て

の
リ
ス
ト
ラ
を
断
行
す
る
な
ど
徹
底
し
た
構
造
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
日
の
好
業
績
は
こ
う
し
た
構
造
改
革
と
、
中
国

経
済
の
拡
大
に
よ
る
海
運
市
況
の
好
調
と
い
う
二
つ

の
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
、
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

す
。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
中
国
経
済
の
拡
大
が
海
運

業
の
業
績
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
。
そ

の
点
に
絞
っ
て
話
を
進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

資
源
の
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
に

第
一
に
、
経
済
の
拡
大
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

鉄
鋼
の
国
内
需
要
が
急
増
し
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
石

油
や
鉄
鉱
石
、
石
炭
な
ど
の
資
源
輸
出
国
で
あ
っ
た

中
国
が
輸
入
国
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
中
国
向
け
の
原
油
、
鉄
鉱
石
と
い
っ
た
資
源

の
輸
送
需
要
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
が
海
運
市
況

を
押
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。

国
内
需
要
を
賄
う
た
め
、
中
国
の
粗
鋼
生
産
は
急

増
し
ま
し
た
。
長
い
間
、
粗
鋼
生
産
量
の
世
界
一
は

日
本
で
し
た
が
、
九
六
年
に
は
そ
の
座
を
中
国
に
奪

わ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
粗
鋼
生
産
量
は
そ
の
後
も
増

え
続
け
、
二
〇
〇
四
年
に
は
全
世
界
に
占
め
る
割
合

が
二
五
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
二
〇
〇
八

年
に
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
二
〇
一
〇
年
に
は
上

海
万
博
が
控
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
旺
盛
な
国
内

需
要
を
満
す
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
輸
入
も
増
加
の
一

途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
鉄
鉱
石
の
多
く
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
、

原
油
の
ほ
と
ん
ど
を
中
東
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
中
国
は
鉄
鉱
石
を
ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
ン

ド
か
ら
、
石
油
を
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
調
達
し
て
い
ま

す
。
中
国
は
輸
送
距
離
の
掛
か
る
国
や
地
域
か
ら
輸

入
し
て
い
る
分
、
同
じ
量
を
輸
入
す
る
に
し
て
も
日

本
に
比
べ
多
く
の
船
舶
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ダ
ン
ピ
ア
か
ら
上

海
に
鉄
鉱
石
を
運
ぶ
場
合
、
そ
の
距
離
は
三
一
〇
〇

マ
イ
ル
で
す
。
一
方
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ツ
バ
ロ
ン
か
ら

上
海
に
輸
送
す
る
距
離
は
一
万
一
〇
〇
〇
マ
イ
ル
。

お
よ
そ
三
・
五
倍
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
運
ぶ
場
合
は
三
・
五
倍
の
船
舶
が
必
要
に
な
る

の
で
す
。

中
国
向
け
の
輸
送
で
使
用
す
る
船
舶
は
足
り
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
補
う
た
め
、
海
運

会
社
は
船
舶
の
新
造
や
大
型
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

従
来
、
日
本
の
鉄
鉱
石
専
用
船
は
二
三
万
ト
ン
型
が

中
心
で
し
た
が
、
最
近
は
三
〇
万
ト
ン
型
の
発
注
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
な

い
。
世
界
の
造
船
所
は
数
年
先
ま
で
船
台
が
埋
ま
っ

て
い
る
状
態
で
す
。
中
国
の
輸
送
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

は
海
運
業
界
だ
け
で
な
く
、
造
船
会
社
や
製
鉄
会
社

の
業
績
に
も
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
外
航
海
運
業
に
と
っ
て
中
国
の
世
界
経
済

や
資
源
需
給
へ
の
影
響
は
プ
ラ
ス
面
だ
け
な
く
、
マ

イ
ナ
ス
面
も
あ
り
ま
す
。
船
舶
建
造
コ
ス
ト
や
傭
船

料
は
上
昇
し
、
さ
ら
に
コ
ン
テ
ナ
は
不
足
し
て
い
ま

す
。
燃
料
油
も
高
騰
し
ま
し
た
。
輸
送
需
要
が
拡
大

し
て
い
る
一
方
で
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

世
界
最
大
の
海
運
ユ
ー
ザ
ー
に

第
二
に
、
中
国
が
「
世
界
の
工
場
」
と
な
り
、
米

国
や
日
本
を
中
心
と
し
た
先
進
国
向
け
に
輸
出
を
拡

大
し
、
そ
の
結
果
、
主
要
定
期
航
路
の
船
腹
供
給
が

荷
動
き
の
増
加
に
追
い
つ
け
ず
、
運
賃
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
中
国
が
世

界
一
の
生
産
シ
ェ
ア
を
持
つ
も
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、

バ
イ
ク
（
シ
ェ
ア
五
〇
％
）、
テ
レ
ビ
（
同
三
七
％
）、

カ
メ
ラ
（
同
六
九
％
）、
電
話
機
（
四
五
％
）、
冷
蔵

中国経済の恩恵を受ける海運業
《第1回》
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庫
（
一
七
％
）、
洗
濯
機
（
二
五
％
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
（
丸
紅
経
済
研
究
所
調
べ
）。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
今
日
、
主
要
航
路
に
お

け
る
コ
ン
テ
ナ
輸
送
は
中
国
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
太
平
洋
航
路
は
日
本
と
米
国
の
ト
レ
ー
ド
で

し
た
が
、
現
在
で
は
ア
ジ
ア
と
米
国
の
ト
レ
ー
ド
と

な
り
、
し
か
も
そ
の
中
心
は
中
国
で
す
。

例
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
の
太
平
洋
航
路
の
米
国
向

け
輸
送
は
、
中
国
＋
香
港
の
シ
ェ
ア
が
六
五
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
日
本
は
わ
ず
か
八
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

欧
州
航
路
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
を
み
て
も
、
世
界
第
一
位
が
香
港
、

第
三
位
が
上
海
、
第
四
位
が
深

と
、
中
国
の
港

が
上
位
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
の
取
扱
量
は
香
港
が
二
一
九
三
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
二
十
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
換
算
）、
上
海

が
一
四
五
五
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
深

は
一
三
六
二
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
全
部
合
わ
せ
て
も
一

四
五
〇
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
す
（
二
〇
〇
三
年
実
績
）。
い

ま
や
完
全
に
コ
ン
テ
ナ
荷
動
き
の
軸
足
は
中
国
に
移

っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

二
〇
〇
二
年
半
ば
以
降
、
太
平
洋
航
路
と
欧
州

航
路
は
中
国
貨
物
を
中
心
に
荷
動
き
が
堅
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
実
績
も
前
年
比
プ
ラ
ス
で
、

荷
動
き
は
右
肩
上
が
り
が
続
い
て
い
ま
す
。
需
要
の

急
伸
に
対
し
て
船
腹
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
貨
物
船

の
ス
ペ
ー
ス
は
タ
イ
ト
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
昨
年

秋
に
発
生
し
た
米
国
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ロ
ン
グ
ビ

ー
チ
港
で
の
船
混
み
は
、
中
国
の
貨
物
量
の
急
増
が

一
因
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
発
米
国
向
け
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は
二
〇
〇

四
年
に
前
年
比
一
七
％
増
と
い
う
大
幅
な
伸
び
を
記

録
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
発
欧
州
向
け
の
コ
ン
テ
ナ
貨

物
も
一
七
％
程
度
の
増
加
と
な
っ
た
模
様
で
す
。
さ

ら
に
二
〇
〇
五
年
も
主
要
航
路
で
は
二
ケ
タ
の
伸
び

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

貿
易
額
は
米
国
を
逆
転

第
三
に
、
中
国
が
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
貿
易
相

手
国
と
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
二
〇
〇
四

年
に
日
本
の
対
中
貿
易
額
は
輸
出
入
と
も
に
過
去
最

高
を
記
録
し
、
つ
い
に
米
国
を
抜
き
ま
し
た
。
香
港

を
含
む
中
国
か
ら
の
輸
入
額
は
一
〇
兆
二
一
二
一
億

円
、
輸
出
額
は
十
一
兆
八
二
七
八
億
円
。
合
計
で

二
二
兆
二
〇
〇
五
億
円
に
達
し
ま
し
た
。
対
中
貿
易

額
は
日
本
の
貿
易
額
全
体
の
二
〇
・
一
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
米
国
か
ら
の
輸
入
額
は
六

兆
九
六
一
五
億
円
、
輸
出
額
は
十
三
兆
七
二
〇
五

億
円
、
合
計
で
二
〇
兆
四
七
九
五
億
円
で
し
た
。

対
中
貿
易
が
拡
大
し
た
結
果
、
日
中
間
の
コ
ン
テ

ナ
輸
送
量
も
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
、

日
中
間
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
量
は
前
年
比
四
六
・
七
％

増
の
二
六
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
し
た
。
九
八
年
か
ら
六
年

連
続
で
二
ケ
タ
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
輸
送
量

の
内
訳
は
輸
出
が
七
八
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
前
年
比
五
七
％

増
）、
輸
入
が
一
八
三
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
同
四
三
％
増
）

で
し
た
。

中
国
か
ら
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
輸
出
量
は
日
欧
米
の

主
要
国
以
外
の
地
域
へ
の
割
合
も
着
実
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
貨
物
輸
出
量
全
体
に
占
め
る
中

国
の
割
合
は
ア
フ
リ
カ
七
･
三
％
、
オ
セ
ア
ニ
ア
一

三
・
七
％
、
南
米
二
〇
・
九
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
南
米
に
つ
い
て
は
九
五
年
の
時
点
で
三
・
六
％

で
し
た
か
ら
、
驚
異
的
な
伸
び
で
す
。
こ
の
よ
う
に

中
国
は
太
平
洋
航
路
、
欧
州
航
路
な
ど
の
主
要
航
路

以
外
で
も
コ
ン
テ
ナ
需
要
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
中
国
経
済
の
拡
大
で
、
世
界
の
貿
易

構
造
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
海

運
市
場
も
中
国
に
重
心
が
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
動
き
に
対
し
外
航
海
運
会
社
は
迅
速
に
対
応

し
ま
し
た
。
自
身
の
構
造
改
革
に
よ
っ
て
収
益
構
造

を
見
直
し
、
国
際
競
争
力
を
取
り
戻
し
た
と
こ
ろ
に
、

中
国
経
済
の
拡
大
と
い
う
追
い
風
が
吹
い
て
市
況
が

好
転
。
過
去
最
高
の
業
績
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

図3　北米航路・国別構成（1998年対2003年） 

データ：商船三井営業調査室 
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